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がん対策専門委員会 緩和ケア推進WG

（平成20年度）

緩和ケア推進WG平成20年度報告書

広島県地域保健対策協議会 がん対策専門委員会 緩和ケア推進WG

Ｗ Ｇ 長　本家　好文（ ）県立広島病院緩和ケア科
主任部長

Ⅰ．　は　じ　め　に

　「がん対策基本法」が施行され，厚生労働省が「が
ん診療連携拠点病院」を中心とした「がん医療の均
てん化」を推進している。全国で353施設（国立が
んセンター中央病院，東病院を含む）が拠点病院と
しての指定を受けている。
　平成19年6月には，「がん対策推進基本計画」が
策定・公表され，平成23年までの5年間にがん対策
の計画的な推進を図ることが決定された。この基本
計画では，がん対策の総合的かつ計画的な推進を図
るための基本的方向が定められている。
　国が提示した「がん対策推進基本計画」では，重
点的に取り組むべき課題として，検診率の向上，が
ん患者の視点にたった情報提供・相談支援の推進，
がん登録の推進，わが国で不足している放射線療法
専門医と化学療法専門医の育成が求められている。
また，「治療の初期段階から緩和ケアの実施を推進す
ること」が明記され，「死を待つだけの医療」と考
えられて来た「緩和ケア」が，手術療法，放射線療
法，化学療法とともにがん医療において重要な役割
を果たすために，緩和ケアの普及を目指した取組み
を実施することになった。

Ⅱ．　第１回 緩和ケア推進WG 会議の開催 
（平成20年10月30日）　　　　　 

　出席者（委員 14名，医師会 1名，事務局 3名，
　　　　　オブザーバー　3名）
　平成20年度から「広島県がん対策推進計画」に基
づいて，それぞれの課題に対応した部会や協議会が
設置されている。緩和ケアについては，緩和ケアの
地域連携体制の格差を解消するため，それぞれの地
域が抱えている課題を抽出し，対応策を検討するた
めに「広島県緩和ケア推進連絡協議会」が設置され

た。
　緩和ケアWGでは，「広島県緩和ケア推進連絡協
議会」で地域における在宅緩和ケア提供体制構築に
向けた検討を行うための基礎資料となるアンケート
調査を行うこととして，その調査内容について検討
した。

　検討事項は以下の通りである。
◯　調査方法について
　1）　対　象
　　　● 診療所（2,706ヶ所），訪問看護ステーション

（157ヶ所），保険薬局（1,496ヶ所），訪問介護
事業所（636ヶ所），地域包括支援センター
（121ヶ所），介護保険関連施設（1,333ヶ所）
などを対象として実施する。

　　　● 在宅緩和ケアに関わる県内関連施設の約
6,000ヶ所に対して実施して実態をもれなく調
査することを目指すこととする。

　2）　内　容
　対象施設ごとに，具体的なこれまでの実績や，
取り組み内容についてできるだけ詳細な調査を
行うこととする。

　3）　方　針
　第2回緩和ケアWG会議開催までに「地域緩
和ケアの提供体制構築に関する地域資源実態調
査票」に関する案を作成し，第2回会議で内容
を確定する。

Ⅲ．　第２回 緩和ケア推進WG 会議の開催 
（平成21年2月25日）　　　　　   

　出席者（委員 14名，医師会 1名，事務局 3名，
　　　　　オブザーバー　3名）
　第1回緩和ケア推進WG会議後，調査票（案）を
作成し，事前に各委員に送付して，内容に関する意
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見を求めた。
　各委員からの意見を参考にして，調査表（案）を
作成し，第2回会議で最終確認を行い，資料1の調
査票を作成した。

◯　「地域緩和ケアの提供体制構築に関する地域資
源実態調査票」の主な内容について

　1）　機能に関する調査
　　①　在宅緩和ケア提供の有無
　　②　在宅で看取った患者数
　　③　対応する地域
　　④　24時間体制の有無
　2）　連携に関する調査
　　 （1） 　地域連携実施の場合
　　　①　連携に関係した施設
　　　②　連携に至った経緯・要因

　　　③　現在抱えている課題
　　　④　今後の課題
　　 （2） 　地域連携未実施の場合
　　　①　連携を構築するための条件
　　　②　連携構築を阻害する要因
　　　③　連携に向けての今後の課題

Ⅳ．　ま　　と　　め

1）　広島県の緩和ケア推進のため，平成21年度に広
島県内の在宅緩和ケア地域連携に関わる施設に
対し，地域の緩和ケア資源に関する調査を実施
するために資料1のアンケート調査を作成した。

2）　調査結果を回収した後，緩和ケアWGで分析
し，その結果を「広島県緩和ケア推進連絡協議
会」に報告して，広島県における緩和ケア推進
のための方策を示す。
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＜資料１＞
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広島県地域保健対策協議会 がん対策専門委員会
委員長　岡田　守人　広島大学原爆放射線医科学研究所
委　員　有田　健一　広島県医師会
　　　　井内　康輝　広大大学院医歯薬学総合研究科
　　　　迫井　正深　広島県健康福祉局
　　　　臺丸　尚子　広島市健康福祉局
　　　　高杉　敬久　広島県医師会
　　　　津山　順子　広島県健康福祉局保健医療部
　　　　永田　　靖　広島大学病院　放射線治療部
　　　　楢原　啓之　広島大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　檜垣　健二　広島市民病院
　　　　檜谷　義美　広島県医師会

広島県地域保健対策協議会 がん対策専門委員会
緩和ケア推進WG

委員長　本 家　好 文　広島県緩和ケア支援センター
委　員　岡 崎　純 二　岡崎医院
　　　　樫 本　和 樹　市立三次中央病院
　　　　鉄穴口麻里子　安芸地区医師会居宅介護支援事業所
　　　　桐 生　浩 司　厚生連廣島総合病院
　　　　相 模　浩 二　独立行政法人国立病院機構東広島医療センター
　　　　鹿 田　一 成　広島県健康福祉局保健医療部
　　　　高 杉　敬 久　広島県医師会
　　　　津 谷　隆 史　広島市医師会
　　　　東 條　環 樹　北広島町雄鹿原診療所
　　　　名 越　靜 香　広島県緩和ケア支援センター
　　　　檜 谷　義 美　広島県医師会
　　　　堀 江　正 憲　広島県医師会
　　　　前 原　敬 悟　医療法人慈生会前原病院
　　　　宮 迫　英 樹　広島市安佐南区厚生部
　　　　渡 辺　弘 司　呉市医師会
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